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季
節
は
秋
を
迎
え

て
い
る
が
、昔
に
比
べ

る
と
秋
ら
し
さ
が
も
う

一
つ
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
の
夏
場
の
異
常
な
暑

さ
の
記
憶
が
薄
れ
な
い

こ
と
も
原
因
で
あ
ろ
う

か
▼
今
年
も
暑
い
と
こ
ろ
で
は
、

連
日
、日
中
の
温
度
が
35
度
以
上

と
な
る
「
猛
暑
日
」が
続
き
、夜
は

夜
で
、最
低
温
度
が
25
度
以
上
の

「
熱
帯
夜
」が
続
く
と
い
う
日
々
で

あ
っ
た
。
最
高
気
温
が
25
度
以

上
を
「
夏
日
」、30
度
以
上
の
日
は

「
真
夏
日
」と
い
う
が
、
昔
は
、
最

高
気
温
が
35
度
を
超
え
る
日
が
少

な
か
っ
た
た
め
、35
度
以
上
の
日

を
表
す
気
象
用
語
は
な
か
っ
た
と

い
う
▼
そ
れ
が
、近
頃
で
は
、「
猛

暑
日
」と
い
う
言
葉
を
聞
か
ぬ
日

が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ
、
こ

れ
ら
は
公
式
的
な
計
測
場
所
の
数

字
だ
か
ら
、実
際
に
は
も
っ
と
高

い
温
度
を
示
す
場
所
も
多
い
。
例

え
ば
、遮
る
も
の
も
な
い
炎
天
下

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
地
面
な
ど

は
、50
か
ら
60
度
辺
り
の
温
度
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
命
の
危
険

を
感
じ
る
ぐ
ら
い
だ
▼
こ
の
暑
さ

の
過
激
化
の
影
響
は
農
作
物
に
も

影
響
が
出
る
。
米
粒
が
白
濁
し
た

り
、果
物
の
着
色
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
り
す
る
。
栽
培
の
適
地

だ
っ
た
産
地
も
、温
度
の
関
係
で

不
適
地
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。
高
温
に
よ
る
障
害
だ
▼
今

後
、
ど
の
よ
う
に
気
候
変
動
が
推

移
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、少

な
く
と
も
高
温
化
現
象
は
続
く
だ

ろ
う
。
人
間
の
活
動
に
起
因
す
る

と
す
れ
ば
、今
に
生
き
る
我
々
の

責
任
は
重
い
。
将
来
世
代
の
為
に

も
待
っ
た
な
し
の
対
応
が
迫
ら
れ

て
い
る
。

「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の

集
い
」は
、1
9
8
6
年
に
ロ
ー

マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

聖
下
の
呼
び
か
け
で
イ
タ
リ
ア
・

ア
ッ
シ
ジ
で
開
か
れ
て
以
来
、毎

年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
開
催
し
て

お
り
、今
年
で
37
回
を
数
え
る
。

今
回
は
「
平
和
の
大
胆
さ
」を

テ
ー
マ
に
、10
日
の
開
会
式
に
は

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
イ
ン
マ
イ
ヤ
ー

大
統
領
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
共

和
国
の
エ
ン
バ
ロ
大
統
領
ら

要
人
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ー
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
の

各
指
導
者
が
演
説
し
、世
界
か

ら
集
っ
た
宗
教
者
ら
に
期
待

を
寄
せ
た
。
そ
し
て
聖
エ
ジ

デ
ィ
オ
共
同
体
の
創
設
者
の

一
人
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
ア
・

リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
教
授
か
ら
は

「
も
っ
と
大
胆
に
平
和
へ
の

対
話
を
続
け
、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
が
崩
壊
し
た
よ
う
に
不
可

能
と
思
わ
れ
る
壁
の
先
へ
大

胆
に
歩
む
こ
と
が
大
切
だ
」と

今
大
会
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
、

会
期
中
の
対
話
と
友
好
を
促

し
た
。

翌
11
日
か
ら
は
市
内
各
所

20
会
場
で
分
科
会
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
で
杉
谷
名
誉
団
長

が
「
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
価

値
あ
る
宗
教
間
対
話
」と
題
し
発

言
し
た
。
杉
谷
名
誉
団
長
は
、諸

宗
教
対
話
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

紛
争
和
解
に
尽
力
し
た
宗
教
者
ら

を
讃
え
た
。
そ
し
て
「
立
場
が
異

な
る
と
思
わ
れ
る
相
手
、又
は
自

分
に
と
っ
て
正
義
と
思
わ
れ
な
い

相
手
で
あ
っ
て
も
常
に
対
話
を
拒

ま
ず
、対
話
の
窓
口
を
開
い
て
お

く
必
要
が
あ
る
」と
提
言
す
る
と
、

会
場
は
賛
同
を
示
す
拍
手
に
包
ま

れ
た
。

最
終
日
の
12
日
午
前
中
に
開
か

れ
た
分
科
会
で
は
、阿
部
昌
宏
団

長
が
「
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
平
和
の

追
求
」を
テ
ー
マ
に
講
話
し
、
宗

祖
伝
教
大
師
の
『
忘
己
利
他
』を

紹
介
。「
慈
悲
の
精
神
を
実
践
す

る
こ
と
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ

て
い
る
。
真
の
世
界
平
和
実

現
に
は
、互
い
の
価
値
観
の
多

様
性
を
認
め
、共
生
す
る
姿
勢

が
必
要
だ
」と
訴
え
た
。

ま
た
午
後
に
は
杉
谷
名
誉

団
長
導
師
の
も
と
、日
本
仏
教

代
表
者
に
よ
る
世
界
平
和
祈

願
法
要
が
営
ま
れ
た
。
細
野

舜
海
宗
議
会
議
長
、小
寺
照
依

延
暦
寺
副
執
行
、峯
岸
正
典
曹

洞
宗
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
布
教

総
監
、宮
本
惠
司
妙
智
會
教
団

法
嗣
、赤
川
惠
一
立
正
佼
成
会

国
際
伝
道
部
部
長
が
出
仕
し

た
。
祈
願
文
が
奉
読
さ
れ
、多

く
の
ベ
ル
リ
ン
市
民
ら
も
随

喜
し
て
、共
に
世
界
平
和
実
現

を
祈
願
し
た
。

日
程
中
、使
節
団
は
諸
宗
教
指

導
者
ら
と
友
好
を
深
め
た
ほ
か
、

杉
谷
名
誉
団
長
が
ド
イ
ツ
の
オ
ラ

フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首
相
が
講
演
し
た

分
科
会
会
場
へ
の
特
別
招
待
を
受

け
た
。
ま
た
、阿
部
団
長
が
イ
タ

リ
ア
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
タ
ヤ
ー
ニ

副
首
相
兼
外
務
・
国
際
協
力
大
臣

と
会
話
を
交
わ
す
な
ど
国
際
交
流

に
も
一
役
買
っ
た
。
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ベ
ル
リ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門（
パ
リ
広
場
）で
の
閉
会
式

極 微
ご く み

平和へ大胆な歩みを

イ
タ
リ
ア
に
本
部
を
置
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
徒
団
体
「
聖
エ
ジ
デ
ィ
オ

共
同
体
」が
主
催
す
る
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」が
9
月
10
日

か
ら
12
日
ま
で
、ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
首
都
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

天
台
宗
か
ら
は
名
誉
団
長
に
杉
谷
義
純
宗
機
顧
問
会
会
長
（
妙
法
院
門
跡

門
主
）、阿
部
昌
宏
天
台
宗
宗
務
総
長
を
団
長
と
す
る
10
名
の
使
節
団
を
派

遣
し
、世
界
の
諸
宗
教
指
導
者
ら
と
世
界
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
、対
話

に
よ
る
友
好
を
深
め
た
。


